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取扱説明書 



CD プレーヤー/カセットデッキ 


テイアツク製品をお買い上げいたださ、誠にあ0びとラございます。 
ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読み < ださし、。 

また、お読みになったあとは、いつでち見5れるところに 
大切に保管してください。 

末永くご愛巧くださいますよラ、お願い申し上げます。 




































































Supply of this product does not convey a license nor imply any 
right to distribute MPEG Layer-3 compliant content created with 
this product in revenue-generating broadcast systems (terrestrial, 
satellite, cable and/or other distribution channels), streaming 
applications (via Internet, intranets and/or other networks), other 
content distribution systems (pay-audio or audio-on-demand 
applications and the like) or on physical media (compact discs, 
digital versatile discs, semiconductor chips, hard drives, memory 
cards and the like). 

An independent license for such use is required. For details, please 
visit http://mp3licensing.com. 

MPEG Layer-3 audio coding technology licensed from Fraunhofer 
IIS and Thomson. 
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安全にお使いいただくために 


製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずる 
ために、 LU 下のを意事項をよくお読みください。 


A 警 

M - む下の内容を無視して誤った取り扱いをずると、义災や感電などに 

a よって、死 t や大怪我などの人身事故の原因となりまず。 

を 

電源プラグを 
コンセントか 
5 掘す 

万一、異常び起きた5 

煙が出たり、変なにおいや音びずるとさは。 

機器の内部に異物や水などび入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

ずぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
い。 

異常状態のまま使用ずると、火災•感電の原因となりまず。販売店またはティアッ 
ク修理センター屢表紙に記載)に修理をご依頼ください。 

0 

禁止 

電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。 

電源コードを加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ5長ったり、力日熱したりし 
ない。 

コードび破損ずると火災•感電の原因となりまず。万一、電源コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター塵表紙に記載)に交換 
をご依頼ください。 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴ S やほこりび付着ずると、火災-感電の原因とな 
0 まず。電源プラグを抜いてから、ゴ S やほこ 0 を取 0 除いて<ださい。 


交流！ 00ボルト W がの電圧で使用しない。 

この機器を使用できるのは日本国内のみでず。表おされた電源電圧(交流 100 ボルト） 
LU 外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しな 
いで<ださい。火災-感電の原因とな 0 まず。 


機器の上になびんや水などび入った容器を置かない。 

内部に水び入ると火災-感電の原因となりまず。 

您） 

分解禁止 

この機器のキャビネットは絶対にがさない。 

キャビネットを開けたり改造ずると、火災-感電の原因となりまず。内部の点検- 
修理は販売店またはティアック修理センター塵表紙に記載)にご依頼ください。 

この機器を改造しない。 

火災-感電の原因とな 0 まず。 

〇 

強制 

この機器を設置ずる場合は、壁か 520 cmJ ； Lh の間隔をおく。また、放熱をよくず 
るために、他の機器との間は少し離して置く。 

フックなどに入れるときは、機器の天面か5已 cm む上、背面か5 10 cm じ Lb ①ずき 
まをあける。 

すさまをあけないと内部に熱びこを 0、 火災の原因とな 0 まず。 


巧のページに続さまず —► 3 
















安全にお使いいただくために(続き) 


へ 一， f ムソ下①内容を無視して誤った取り扱いをずると、感電やその他の事故 

/|\ II よって、怪我をしたり、周辺の家財1し損害を与えたりずることびあ 

ム レ、 りまず。 

〇 

強制 

才ーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定①コードを使用ずる。 

それ]; < (外の物を使用ずると故障、火災、感電の原因とな 0 まず。 

へッドホンを使うときは、電源を入れる前に音量を最ルにずる。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあ 0 まず。 

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手び届くようにずる。 

異常び起さた場合は、ずぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 

0 

禁止 

ぐ5ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所に置かない。 

火災-感電やけびの原因となることびあ 0 まず。 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふくび溶けて、火災-感電の原因となることびありまず。 

磊れた手で電源プラグを巧を差ししない。 

感電の原因となることびあ 0 まず。 

電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張5ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびありまず。必ずプラグを持って抜 
いて < ださい。 

を 

電源 プラグを 
コンセントか 

6 掘す 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから巧き、 
外部の接続コードを外ず。 

コードび傷つさ、乂災-感電の原因となることびあ 0 まず。 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、安全のため瓜ず電源プラグをコン 
セントか5抜く。 

お手入れの際は安をのため電源プラグをコンセントか5巧く。 

感電の原因となることびありまず。 
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電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用していまず。誤って使用ずると、発熱、発乂、液漏れなどの原因となりまずので、 
(下のを意事項を必ず守ってください。 


/ f \ 乾電池に関ずるま意 

0 

禁止 

乾電池は描対に巧電しない。 

破裂、液をれにより、火災-けびの原因となりまず。 


A 3 胃 S 触〔関ずるま意 

〇 

強制 

電池を入れるときは、極性表示(プラス®とマイナス©の向き)にま意し、電池ケー 
スに表示されているとおりに正しく入れる。 

向さを間違えると破裂、あをれにより、火災、けびや周囲を巧損ずる原因となるこ 
とびありまず。 

長時間使用しないときは電池を取り出しておく。 

液びちれて火災、けび、周囲を巧損ずる原因となることびありまず。をし液びをれ 
た場合は、電池ケースについた液をよくおさ取ってから新しい電池を入れてくださ 
し、また、万一ちれた液び身体についたとさは、水でよく洗い流してください。 

0 

禁止 

指定がの電池は使用しない。 

新しい電池と古い電池、または種類の違う電池を混ぜて使用しない。 

破裂、あをれにより、乂災、けびや周囲をミち損ずる原因となることびありまず。 

分辭禁止 

金属製のル物類と一緒に携帯、保管しない。 

ショートして液ちれや破裂などの原因となることびありまず。 

分解しない。 

電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れびあります。 


口 

愛情点検 


電源コードや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となるこ 
とびありまず。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと、より効果的でず。 

已年に1度は、販売店またはティアック修理センター(裏表紙に記載)に内部の点検 
をご依頼 < ださい。 

費用についてはお問い合わせください。 
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本機でできること 


お使いになる前に 



CD / CD - R / CD-RW 

(才ーディオ CD / MP 3 ディスク） 

■►「ディスクを聴くには」 ] 目ページ 




カセツトテープ 

今「カセツトテープを聴くには」 
2目ぺージ 


付属品の確認 


万一、付属品に不足や損傷びありました5、お買い上げに 
なった販売店または弊社 AV お客様相談室塵表紙に記載)に 
ご連絡ください。 


UfZIV ( RC -1257 )Xl 




USB メモリー （ USB フラッシュメモ 
リー）に保存された MP 3 ファイル 

今 「 USB 六モリーを聴くには」 

28ぺージ 


每-ク 

LINE IN ' 

ディスクやカセットテープ、外部接続した機器か5 
USB メモリーに録音 

*「 US 巨メモ U - に録音するには」3日ぺージ 

ク-辱！ 

LINE IN ' 

ディスクや USB メモリー、が部接続した機器か6力 
セットテープに録音 

♦ 「カセットテープに録音するには」34ぺージ 



市販のタイマーび必要でず。 

♦ 「タイマー再生」3日ページ 



♦ 「タイマー録音」36ぺージ 


LINE IN — ► 



リモコン用乾電池(単 4) X 2 ^ 


RCA オーディオケーブル X 2 



取扱説明書(本書 )XI 


簡単録音ガイド XI 


保証書 X 1 


使用上の注意 


♦ 直射曰光び当たる場所や暖房器具の近< など、温度び高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。変色や 
変形、故障の原因となります。 

♦ 再生中はディスクび高速回転しているので本機を持ち上 
げたり動かしたりしないでください。ディスクを傷つけ 
る恐れびあ0ます。 

♦本機を移動したり、引っ越しなどで個包する場合は、必 
ずディスクを取り出してください。ディスクを内部に入 
れたまま移動すると、故障の原因とな0ます。 

♦ テレビ放送の電波状態によ0、本機の電源を入れたまま 
近くにあるテレビをつけると画面にしま模様び出る場合 
びありまずび、本機やテレビの故障ではありません。こ 
のよラな場合は本機の電源を切ってくださし、。 

♦ 本機びスタンバイ状態のとさは、待機電力び消費されま 
す。 
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お手入れ 

トツプカバーやノてネル面のちれは、薄めた中性洗剤をかし 
含ませた柔5かい巧で巧いて < ださし、。 

化学ぞラさんやシンナーなどで拭かないでください。表面 
を傷める原因となります。 

A お手入れはををのため電源プラグをコンセントか5抜 
いて巧ってください。 


カセットデッキのクリーニングと消磁 

クリーニング 

へッド部び巧れると、録音-再生の音質び悪化したり、 
音飛びの原因になります。また、テープ走行部のちれは、 
テープの巻を込みなどを引き起こすことびあります。 

約]日時間の使用を目安に、市販のクリーニング液を綿 
棒に含ませて、ヘッドとピンチ□-ラー、キヤプスタン 
を清掃してくださし、。 



消磁 

へッド部び磁気を帯びると、雑音び増えたり高音び出に 
くくなります。このような症状び出たときは、市販のへッ 
ドイ レーサーで 消磁してください。 

♦ へッドのクI」一ニング液び乾いてから、カセットテープ 
をセツトして<ださし、。 


結露現まについて 

本機を專い戸外から暖かい室内に持ち込んだり、設置し 
た部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレンズに 
水滴びついて正常に動作しないことびあ0ます。この場 
合は、電源を入れて]〜2時間そのまま放置して<ださ 
し、。正常に再生でさるよラになります。 


準 

備 


本機で再生できるディスク 


|"Compact Disc Digital AudioJ □コマークのある 
CD (1 2 cm /8 cm ) 

n COMPACT 

抽帽歴 

DIGITAL AUDIO 

♦ 口づマークは、ディスクレーベルやパッケージに表 
示してあります。 


音楽 CD フォーマットで正しく記録され、フアイナライ 
ズされた CD - R および CD - RW 。 

または、 MP 3 ファイルび記録され、フアイナライズさ 
れた CD - R および CD - RW 。 


本機は上記のディスクをアダプターなしで再生することび 

でをまず。上記外のディスクは再生でさません。 

A 上記ながのディスクを再生ずると、大音量のノイズを 
発生してスピーカーを破損したり、聴覚を傷付ける恐 
れがありまず。上記 W がのディスクは絶対に再生しな 
いでぐださい。 

♦ディスクの品質、録音の状態によっては、再生でさない 
ことびあります。 

♦ ビデオ CD、CD-R 日 M などはディスクを読み込むことは 
でさますび、再生してち音び出ません。 

♦ スーパーオーディオ CD は本機で読込み-再生びできま 
せん。 

• DVD ビデオ、 DVD 才ーディオ、 DVD-ROM などは本機 
で読込み-再生びでさません。 

^ DVD ビデオ、 DVD 才ーディオ、 DVD - ROM などをディ 
スクトレーに入れると、ディスクを読み込もうとして 
高速回乾しまず。万が一これ6のディスクを入れてし 
まった場合は、ディスクを傷つけるおそれびありまず 
ので、必ず回乾び終わってか5取り出してください。 
(「 READINGJ の表示中には取り出さないでくださし、) 

♦ コピーコント□-ル CD や Dual Disc など、 CD の標準規 
格に準拠していない特殊なディスクは正常に再生できな 
いことびあ0まず。本機で特殊なディスクを使用した隙 
の動作や音質については保罰致しかねます。特殊なディ 
スクの再生に支障びある場合は、該当するディスクの発 
売元にお問い合わせください。 


ディスクについて 


巧のページに続さます —► 
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ディスクについて（続き) 


CD-R/CD-RW について 

本機は音楽 CD フオーマツト (CD-DA) と MP3 フオーマット 
で記録された CD-R/CD-RW を再生することびできます。 


ディスクの取扱い 

♦ ディスクは、必ずレーベル面を上にしてセツトしてくだ 
さし、。 


♦ CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにファイ 
ナライズしてください。 

♦ディスクの品質、録音の状態によっては、再生できない 
ことびあります。詳しくはお手持ちの機器の説明書をお 
読みくださし、。 

♦ CD-R や CD-RW ディスクの取り扱いについてご不明な 
点びある場合は、直接ディスクの発売元にお問い含わせ 
ください。 


使用上のミち意 


♦ ヒビび入ったディスクは、機器の故障の原因となります 
ので使用しないで < ださし、。 


♦ 信号録音面(レーベルびない面)に傷、指紋、ミちれなどび 
あると、録音/再生時にエラーの原因となることびあり 
ますので、お取り扱いにはごを意ください。 


♦ディスクをケースから取り出すとさは、ケースの中むを 
押しなび5、ディスクの外周部分を手ではさむよラに 
持ってください。 



ディスクの保をについて 


♦ ディスクにはラベルなどを貼5ないで<ださい。ディス 
クにセ□八ン テープ やレンタル CD のシールなどをはび し 
たあとびあるわの、またシールなどか5糊びはみ出てい 
るものは使用しないでください。そのまま本機にかける 
と、ディスクび取り出せなくなった0、故障の原因とな 
ることびあ0ます。 


♦ 使用後のディスクは、必ずケースに入れて保管してくだ 
さい。そのままディスクを放置するとそりやキズの原因 
とな0ます。 

♦ 直射曰光び当たる場所や、高温多湿の場所には放置しな 
いでください。ディスクび変形•変質して、再生でさな 
くなるおそれびあります。 


♦ ディスクのレーベル面に何か書を込むときは、油性の 
フェルトペンをお使いください。ボールペンなど、先端 
の固いペンを使ラと、ディスク面を傷つけて録音/再生 
びでさなくなる場合びあ0ます。 

♦ 市販の CD 巧スタビライヴーは、絶対に使用しないでく 
ださい。再生でをなくなったり、故障の原因とな0ます。 

♦ 八ートおや八角形など特殊形状の CD は、機器の故障の 
原因となりますので使用しないでください。 



0 

お 

の 


♦ CD-R/CD-RW は、通常の CD と比べて熱や紫が線の影響 
を受けやすいため、直射日光び当たる場所や熱を発生す 
る器具の近くなどに長時間放置しないでください。 

♦ ディスクのミちれは音飛びや音質低下の原因とな0まずの 
で、いつをされいに清掃して保管してください。 


お手入れ 

♦ 信号録音面に指紋やほこりびついた5、柔5かい布で内 
側中むからが側へ直角方向に軽く拭いてください。 

♦ レコードクリーナー、帯電防止剤、シンナーなどで絶対 
におかないで<ださい。これ5の化学薬品で表面び侵さ 
れることびあります。 
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USB メモリーについて 


MP 3 について 


么ま意 

USB メモリーの読込み、再生、録音、またはファイルの 
消去などのアクセス中には、絶巧に電源をオフにしたり、 
USB メモリ ー を抜いたりしないでください。本機や USB 
メモリーの故障の原因になりまず。 


本機で使用できる USB メモリー 

♦ USB フラッシュメモ U- のみ使用でをます。 

♦ USB 端子で充電する US 巳 フラッシュメモ U —プレー 
ヤーでは、使用でをないをのびあ0ます。 

♦ 八ードディスクドライブ (HDD)、CD/DVD ドライブな 
どの US 目接続機器は使用できません。 

♦ 本機では USB メモ U- に記録されているファイルをコ 
ピー、または移動することはでをません。 

♦ 再生可能フォーマット： FAT12. FAT 1目、 FAT32 

♦ NTFS、HFS、 または HFS+ フォー マットは使用できま 
せん。 

♦ 再生巧能な最大フォルダー数： 2已已 
♦ 再生/録音巧能な最大ファイル数：白日目 

♦ USB メモリーの状態によっては、ファイルび再生でき 
なかったり、音び途切れることびあ0ます。 


USB メモリーへの録音 

本機では、 CD やカセットテープ、または接続した外部入力 
機器(チューナーなど)の音声を MP3 お式にして、 US 日メモ 
U —に録音することびでさます。 

録音方法は、30ページをご覧ください。 
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本機は、 CD-R/CD-RW や US 目メモ U— に記録された MP3 

ファイルを再生することびでをます。 

♦ 本機で再生でをる MP3 ファイルは、モノラルまたはス 
テレオの MPEG-1 Audio Layer 3 フォーマツ トで、ヴ 
ンプ U ングレートび]日 kHz か 548kHz、 ビッ トレート 
び32日 kbpsl^TF のファイルとな0ます。 

♦ マルチセッションで記録されたディスクには対応してい 
ません。最初のセッションのみ再生します。 

♦ 本機で録音された MP3 ファイルのフォーマットについ 
ては、3日ページをご覧くださし、。 

ファイル名の表示について 

本機のディスプレーには半角のアルファべットと数字 

( 1バイト艾字)しか表示でさません。 

♦ ファイル名に日本語や中国語などの全角文字たバイト又 
字)び使われている場合、再生はできますび、ディスプレー 
に正しく表示でをません。その場合、「みみみみ」と表示さ 
れまず。 

パソコンなどを使って 

MP 3 ファイルを作成ずる際のごま意 

♦ ファイル名には必ず拡張子を付けてください。 MP3 ファ 
イルの認識はファイル拡張モ「.mp3」で行います。 

♦ ク□ーズセッション(ディスクの作成を完了）してくださ 
し、。ク□ーズセッションされていないディスクは再生で 
さません。 

♦ 作成する際に使用するソフトウエアのマニュアルをよく 
お読みください。 

本機で正常に再生できない場合 

♦ 拡張テのないファイルは本機では再生できません。また、 
ファイル名に拡張テをつけていてを MP3 データ形式で 
ないファイルは再生でをません。 

♦ 巧変ビットレートで記録されたファイルは、正常に再生 
でさないことびあ0ます。 

♦ ファイル数び日日9、フォルダー数び2已日を超えて記録 
してある場合、1日日日番目降のファイル、2日目番目 
政降のフ ォルダーは 本機で再生でさません。 

♦ ディスクや US 巳メモ U- の状態によっては、本機で再 
生でさなかったり、音び途切れることびあります。 
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カセツトテープについて 


本機で使用できるカセツトテープ 


自動検出孔について 


本機で再生できるカセツトテープ 


ノーマル (タイプ I )ク □ーム (タイプ n ) 
メタル(タイプIV) 


本機で録音できるカセツトテープ 


ノーマル (タイプ 1) ク □ーム (タイプ n) 


使用上の注意 


♦ カセットを開けたり、テープを引さ出したりしないで< 
ださし、。 

♦ テープに直接手を触れないでください。 

保存上のま意 

参磁石や磁気を帯びたわのに近付けないでください。雑音 
び入ったり、録音内容び消えてしまラことびあります。 
参ホコ U の多い場所に放置しないでください。 

♦ 高温-多湿の場所での保存は避けてください。 

使用を避けたいカセットテープ 

次のよラなカセットテープを使用すると、正常な動作をし 
ないことびあります。またテープび巻さ込まれて思わ城卜 
ラブルを起こすことわありますので、ごま意くださし、。 

変おしたカセットテープなど 

カセットび変あしていたり、テープの走行び不安定なち 
の。早送り、卷を戻し中に異音を生ずるわの。 

長時間テープ 

目日分政上のテープは大変薄くて伸びやずいため、キヤ 
プスタンなどに巻を込まれることびあります。なるべく 
ご使用にな5ないでください。 


テープの「たるみ」 


テープびたるんでいると、キヤプスタンなどに巻さ込まれ 
ることびあります。鉛筆などでたるみを巻を取ってか5使 
用して < ださし、。 



本機のカセットデッキはカセットテープの自動検出孔に 
よってテープの種類を自動検出します。自動検出孔のある 
カセツトテープをお使いくださし、。 



誤消去を防止ずるには 


カセツトテープには、大切な録音内容を誤って消さないよ 
ラに、誤消去防止用のつめびついています。つめはカセツ 
卜の A 面、目面巧にそれぞれあ0ます。 

ドライバーの先などで巧って取0除くと、誤消去防止装置 
び働いて録音びでさなくな0ます。 


A 面のつめ 



参再度、録音をしたいとさは、つめを取り除いたあとの孔 
にセ□八ンテープなどを貼ってふさいで<ださい。その 
隙にテープ自動検出孔はふさびないよラごミ主意くださ 
し、。 


ドルビ- NR (ノイズリダクション)システムにつし、て 


ドルビー NR システムは、再生/録音時に発生する"シー"と 
いラテープノイズを低減します。本機は巨タイプのドルビー 
NR システムを内蔵しています。 


DOLBY NR スイッチで、ドルビー NR の切換えびでを 
ます。 




♦ ドルビーNRシステムは録音^再生の両方で効果を発揮 
しますので、再生するとをは録音したとさと同じタイプ 
を選んでくださし、。 
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チューナーなど 

. 接続例 


AD -800 (背面) 


回 


電源コンセント 


A 全ての接続び終わってか 6 電源をオンにしてくださ 
い。 

♦ 接続ずる機器の取扱説明書をよ<読み、説明に従って 
接続してください。 

♦ ノイズ発生の原因となるので、各接続ケーブルを電源 
コードと一緒に束ねないでください。 


□ アナ□グ音声入出力端モ (AUX IN / OUT ) 

アナ□グの音青を入力します。付属の RCA オーディオ 
ケーブルを使って接続して < ださし、。 

白のピンプラグ今白の ( L ) 端子 
赤のピンプラヴ ♦ ホの ( R ) 端テ 


回電源コ-ド 

全ての接続び終わった5、電源プラグを AC1 日日Vの 
電源コンセントに差し込んでください。 

♦ 長期間使用しないときは、コンセントから電源プラグ 
を抜いておいてください。 

A ミち意 

交流100ボルト W がの電圧で使用しないでください。 
义災•感電の原因になりまず。また、電源の巧さ差しは、 
必ずプラグを持って巧ってください。 


AD-8 日日にアンプを接続した隙は、必ず下の順番で電源 
のオン/オフを行ってくださし、。 

電源オン時 

1. AD-800 

2. アンプ 

電源オフ時 

1. アンプ 

2. AD-800 





固 


の 


スピーカー 


電源オン/オフのミち意 
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各部の名前とはた 5 き(本体) 



Q ディスプレ- 

曲数や再生時間などび表示されます。 （1 日ページ） 

曰 U モコン受光部 

1」モコンを使用するとをは、 U モコンの先端をここに 
向けて操作してください。 

□ El 剛ォ柿タン ( A ) 

ディスクトレーを開閉します。 

Q WJj カウンターリセットボタンに OUNTER RESET ) 

ディスプレーのテープカウンターを「0000」にI」セッ 
卜 します。 

Q 録音レベル調節つまみ (REC LEVEL ) 

録音レベルの調節に使います。 

Q ggil スキップ サーチ （◄◄/►►) ボタン 

前または後ろの曲にスキップします。再生中に押し続 
けると早送り/早戻しびできます。 

P WSlM リピートボタン ( REPEAT ) 

U ピート再生に使います。 （22 ページ） 

□ 入力切曾ボタン ( SOURCE ) 

このポタンを押すたびに入カソースび切り換わ0ま 
す。 （18 ぺージ） 

巧 " JW 停止ボタン (■) 

カセットテープの再生を停止します。 

また、カセットテープ への 録音を停止するのに使います。 


圧 ] USB 録音ボタン (RECORD USB ) 

USB メモ U —に録音をするとをに使います。一度押す 
と録音待機状態にな0、ちラー度巧すと録音を開始し 
ます。 （31 ページ） 

録音中に巧すと、そこで録音ファイルび分割されます。 
(32 ぺージ） 

[ Q テープ録音ボタン (RECORD TAPE ) 

カセットテープに録音をするときに使います。一度押 
すと録音録音待機状態な0、わつ一度押すと録音を 
開始します。 （34 ページ） 

旧早送り/き房しボタン {◄◄/►►) 

カセットテープの早送り/巻戻しに使いまず。 

旧 Wf ^ -時停止ボタン (■■) 

カセットテープの再生/録音を一時停止します。 

わう一度押すと再生/録音を再開します。 

[ Q …リ, カセットホルタ‘一 

旧へッドフォン端子 ( PHONES )/ レベルつまみ ( LEVEL ) 

へッドホンをお使いになるとさは、へッドホンプラグ 
を端テに差し込み、レベルつまみで適切な音量にしま 
す。 

A 注意 

へッドホンを写にかけたまま、電源のオン/オフ、また 
はへッドホン端テの抜さ差しを巧わないでください。 
へッドホンか日大さな音び発生ずることびありまず。 
















































































































[0 EESa 開ボタン (A EJECT ) 

カセットテープび停止している時に、カセットホル 
ダーを開 < のに使います。 

[B 再生ボタン（フォワード ►/ リバースイ） 

カセットテープを再生します。 

カセットテープの再生/録音の一時停止状態のとさに 
押すと、再生/録音を再開します。 

圧 ] Wdd odL ヒ BY NR スィッチ 

ドルビー NR のオン/オフの切換えをします。 （1 日、 
27ぺージ） 

旧旺田3ピッチコント□-ルつまみ (PITCH CONTROL 

再生の速度を変えるのに使います。 （28 ページ） 

の EHl リバースモードスイッチ (REV MODE ) 

リバースモードを切り撰えるのに使います。 （27 ペー 
ジ） 

Ka -時停止ボタン (■■) 

ディスクの再生を一時停止します。わラー度押すと再 
生を再開します。 

田 ggil nETH フォルダーボタン （ FOLDER へ） 

MP3 のフォルダーを選ぶのに使います。 （21 、3日ペー 
ジ） 


E タイマー設定スイッチ 

(POWER ON START OFF - PLAY-REC ( TAPE )) 

このスイッチで、タイマーの設定(タイマー再生、タイ 
マー録音、またはタイマーオフ)を選びます。タイマー 
再生/録音をするには、市販のオーディオタイマーを 
本機に接続してください。 （37 ページ） 

の 匹！再生ボタン (►) 

ディスクを再生します。 

田匹！停止ボタン插 

ディスクの再生を停止します。 

の"巧 a スキップ。◄◄/►►〇/サーチ（◄◄/►►)ボタン 

前または後ろの曲にスキップします。再生中に押し続 
けると早送り/早戻しびでさます。 

E ソース設定スイッチ 

(POWER ON START CD - TAPE - USB ) 

電源をオンにしたとさは、このスイッチで設定してあ 
るソースで起動します。 

このスイッチで、タイマー再生/録音するをのを選び 
ます。（タイマー録音では、カセットテープにのみ録音 
でさます） 

タイマー再生/録音をするには、市販のオーディオタ 
イマーを本機に接続してください。 （37 ぺージ） 

因-時停止ボタン (■■) 

USB 方モ U —の再生/録音を一時停止します。わラー 
度押すと再生/録音を再開します。 

圧] PH 3 再生ボタン (►) 

USB メモ U— を再生します。 

US 日の録音待機状態のとをに巧すと、録音を開始しま 
す。 

而 PHU 停止ボタン W 

US 目方モ U —の再生を停止します。 

また、 USB 方モ U— への録音を停止するのに使います。 

31 E 1 ディスクトレ- 

田 I1H3 USB ポ-卜 

US 日メモ U —を接続します。 

田電源ボタン ( POWER ) 

電源のオン/オフを切り換えます。 

A ま意 

USB メモリーのアクセス中(読込み、再生、録音、ま 
たはファイルの消去中など)には、絶対に電源をオフに 
したり、 USB メモリーを巧いたりしないでください。 
本機や USB メモリーの故障の原因になりまず。 
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各部の名前とはた5き（リモコン) 


面 

面 



- 4-4 ►► 


ロ ロ.口.. 

がで… C 茲徽 A| ~~ 


REC LEVEL - 


REMOTE CONTROL UNIT RC-1257 


AI 入力切曾ボタン (SOURCE 

このボタンを押すたびに入カソースび切り換わ0ま 
す。 （18 ぺージ） 


BI E3 デイスプレーボタン ( D 旧 PLAY ) 

ディスプレーに表示される情報を切り換えます。 （16 


CI E3 ni5T3 リピートボタン ( REPEAT ) 

U ピート再生に使います。た2ページ） 


DI gga PHH シャッフルボタン (SHUFFLE 

シャッフル再生に使います。 （2] ページ） 


EI gga inSTH プ□グラムボタン ( PROGRAM ) 

プ□グラム再生に使いまず。 （23 ページ） 


FI Ea IHSTH クリアボタン ( CLEAR ) 

プ□グラムを消去するのに使います。 （2 日ページ) 


GI inSTil フォルダーボタン （ V FOLDER へ） 

MP3 のフォルダーを選ぶのに使います。 （21 、3日ぺージ) 


吐 E 3 

スキップ （!◄◄ / ►►!) /サーチ (◄◄/►►) ボタン 

前または後ろの巧にスキップします。再生中に巧し続 
けると早送り/早戻しびでをます。 

開閉ボタン ( A ) 

ディスクトレーを開閉します。 


停止ボタン (■) 

ディスクの再生を停止しまず。 


再生ボタン (►) 


ディスクを再生します。 


一時停止ボタン (■■) 

ディスクの再生を一時停止します。わう一度押ずと再 
生を再開しまず。 


本体と U モコンに同じ機能のボタンびある場を、この取 
扱説明書ではいずれかのボタンを使って説明しています 
び、記載されていないちのボタンち同様に使えます。 


11 insTn 

削除ボタン ( ERASE ) 

US 巨メモ U —か5ファイルを削除するのに使います。 
(33 ぺージ） 

スキップ （!◄◄ / ►►!) /サーチ (◄◄/►►) ボタン 

前または後ろの巧にスキップします。再生中に巧し続 
けると早送り/早戻しび でを ます。 
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録音ボタン ( RECORD ®) 

US 目メモ u- に録音をずるときに使います。一度押ず 
と録音待機状態になり、わラー度押すと録音を開始し 
まず。 （3] ページ） 

録音中に押すと、そこで録音ファイルび分割されます。 
(33 ぺージ） 

停止ボタン (■) 

US 目メモ U —の再生を停止します。 

また、 US 目メモ U —への録音を停止するのに使います。 

再生ボタン (►) 

US 目メモ U- を再生しまず。 

US 目の録音待機状態のとさに押すと、録音を開始しま 
す。 

一時停止ボタン (■■) 

US 目メモ U —の再生/録音を一時停止しまず。ちう一 
度押ずと再生/録音を再開します。 


山 ■ た ，: ja 

停止ボタン (■) 

カセットテープの再生を停止します。 

また、カセットテープへの録音を停止ずるのに使いまず。 

一時停止ボタン (■■) 

カセットテープの再生/録音を一時停止します。 

わラー度押すと再生/録音を再開します。 

早送り/巻戻しボタン （◄◄/►►) 

カセットテープの早送0/巻戻しに使います。 

再生ボタン(フォワード ►/ リバースイ） 

カセットテープを再生します。 

カセッ h テープの再生/録音の一時停止状態のとさに 
押すと、再生/録音を再開します。 

録音ボタン ( RECORD ®) 

カセットテープに録音をすると走に使います。一度押 
すと録音録音待機状態になり、わラー度押すと録音を 
開始します。 （34 ページ） 

カウンターリセットボタン (COUNTER RESET ) 

デイスプレーのテープカウンターを「日日日日」にリセツ 
卜します。 


Kj 録音レベル調節ボタント REC LEVEL +) 

録音レベルの調節に使います。 
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使用上の注意 

乾電池を誤って使用ずると、電池の破裂、液もれによ 
り、义災、けびや周囲を巧損ずる原因となることびあ 
りまず。日ページのミち意をよく読んでお使いください。 

♦ U モコンの先端を本体のリモコン受光部に向けて、曰 
方ートル内の距離で操作してください。本体とリモコ 
ンの間には障害物を置かないで < ださし、。 

♦ 本体の U モコン受光部に曰光や照明びあたると、リモコ 
ン操作びできないことびあります。その場合は本機を移 
動してみて < ださし、。 

♦本機の U モコンを操作すると、赤外線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびありますのでごを 
意くださし、。 


電池の入れ方 

U モコン裏面のフタを外し、ケースの®と©の表示に合わ 
せて乾電池(単4形)2本を入れて、フタを閉めてくださし、。 



電池の交換時期 

操作範囲び狭<なったり、操作キーを押してむ動作しない 
場含は、2本とも新しい電池に交撰してください。使い終 
わった電池は電池に記載された廃棄方法、をしくは香市町 
巧指定の廃棄方法に従って捨てて < ださし、。 


リモコンの使い方 
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CD モード 

再生中 


オーディオ CD 

再生中の曲の経過時間（分/秒) 

nn miiiii 

■ つ dB -30 20 


TRACK 



巧生中の曲番 

MP3 ディスク 


再生中のファイル番号 

(フォルダーごとに「日01」か5始まります) 

■gil 


FOLDER FILE 



再生中のフオルダー番号 


再生中のファイルの経過時間 
伤V秒) 




再生中のファイル名 

(長い場含はスク□ール表示します) 


停止中 


才ーデイオ CD 


MP3 ディスク 


総ファイル数 



TAPE モード 


"JW 



テープカウンター 


USB モ ーF 

再生中 


再生中のファイル番号 
(フオルダーごとに「日01」か5始まります) 




MP3 

in=!n 


mini 

dB -30 20 10 6 3 0 OVER 

■aim 

FOLDER 

III III ■ 


FILE 

III ■■ 


► 


FOLDER FILE ^ 

1:11:1/1 1:1 GrI 1 r：：i ■■ -O'"：' 

:■: r ： : 

Ill III ■ III ■■■ III ■■ III ■■■■■ 


再生中のフォルダー番号 

再生中のフアイルの経過時間 
(分/秒) 


総再生時間 



総曲数 


3 0 OVER 


PIHa 


FOLDER FILE ► 



再生中のファイル名 

辰い場合はスク□—ル表示します) 
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停止中 


デイスプレーの切換 ( CD / USB モード) 


総ファイル数 



総フォルダー数 



録音中 


(例： USB メモリーか5カセツトテープに録音中) 


録音ソース 録音インジケーター 


p|^ nia 


— ■Mil 

dB -30 

■aiiiii 


円 1::。円円 =4 i 一 411 / I ? 


録音中の 巧生中のファイルのテープカウンター 

ファイル番号経過時間(分/秒） 


CD モード、または US 目モードの再生中にディスプレー 
ボタンのに PLAY ) を押すたびに、政下のようにディス 
プレーの表示び変わ0ます。 

オーディオ CD 

再生中の曲の残り時間（分/砂）<1 ~~I 
ディスクの総経過時間（分/秒） 

I 

ディスクの総残り時間（分/秒） 

I 

再生中の巧番と 

再生中の巧の経過時間（分/秒） 


MP 3 ディスク / USB メモリー 

曲名^- 

I 

タイトル 

I 

アーティスト 

I 

アルパム 

I 

再生中のフォルダー番号、ファイル番号、 
再生中のファイルの経過時間(分/秒)、 

巧生中のファイル名 


♦ 該当する情報びないと讶ま 、 「No title (タイトルなし)」、 
「No album (アルバムなし)」、または 「No artist ぴ一 
ティストなし)」び表示されます。 

参ファイル情報を読み取れないときは、 r 中中中中」と表术 
されます。 

• 本機のディスプレーでは1バイトの半角英数字しか正し 
く表示でさません。2バイト文字(曰本語•中国語•韓 
国語など)や、半角カタカナなどの英数字攻外の1バイト 
文字び使われいる場合、再生は巧能ですびディスプレー 
には、 r 中中中中」と表示されます。 
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CD ITAPEIUSBILINE 


基本操作 


電源のオン/オフ 



電源をオン/オフするには、電源ボタン ( POWER ) を巧 
します。 

電源がオンになっているときは、ディスフレーび点灯しまず。 

電源をオンにするとさは、タイマー設定スイッチ 
(POWER ON START OFF - PLAY-REC ( TAPE )) の位 
置を確認してください。このスイッチの位置によって、 
動作び違ってさます。 



電源オン時に、タイマー設定スイッチ ( OFF - PLAY - 
REC ) が rPLAY 」 または 「 REC 」 になっている場合 



または 




ソース 設定 スイッチに D - TAPE - USB ) で設定されて 
いる入カ ソース が再生/録音されまず。 

タイマー録音では、カセットテープへのみ録音でさ 
ます。 （3 目ぺージ） 


電源オン時に、タイマー設定スイッチ ( OFF - PLAY - 
REC ) が 「 OFF 」 になっている場舍 



ソース設定スイッチ ( CD - TAPE - USB ) で設定されて 
いる入カソースのモードで電源がオンになりまず。 


♦ タイマーを使わないとさは、大切なカセツトテープに 
誤って上書を録音しないよラに、必ずタイマー設定ス 
イツチ(日 FF - PLAY - REC ) を日 FF (オフ)の位置にしてお 
いて < ださい。 
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入カ ソースの 切換 



入力切換ボタン ( S 日 URGE ) を押すたびに、切下のよラ 
にモードび切り督わります。 


CD 田 TAPE 田 USB 田 LINE 


現在のソースは、デイスプレーの左上に表示されます。 

♦ 録音中はソースの切誓えはでをません。 

♦それぞれのソースの再生ボタン (►) を押すと 、そのソー 
スのモードに切0誓わ0、再生び始ま0まず。 

♦ 外部接続した機器を使ラには、 「 LINE 」 を選んでください。 


へッドホンで聴くには 



へッドホンをお使いになるとをは、まず音量を下げてか 
5へッドホンプラグ(ステレオ標準プラグ)をへッドホン 
端モ ( PH 日 NES ) に差し込み、レベルつまみ ( LEVEL ) で 
徐々に音量を調節してくださし、。 

A 必ず音量を下げてか6ヘッドホンプラグを差し込み、 
ヘッドホンを着けるよラにしてください。また、へッ 
ドホンを耳にかけたまま、電源のオン/オフや、へッ 
ドホン端子の巧を差しを巧わないでください。突然大 
をな音び出て、聴力障喜の原因となることびありまず。 




















































































































CD 


スクを聴くには 



D 入力切換ボタン ( SOURCE ) を押して 、 CD 
モードを選ぶ。 



♦他のモードのとさに CD 再生ボタン (►) を押すと、自動 
的に CD モードに切り誓わ0、ディスクびセットされ 
ているとさは再生を始めます。 

0 CD 開閉ボタン ( A ) を押して、ディスクト 
レーを開ける。 


1——1 

Orr: 

r 〇 1 

1 - 1| 

1-1 己一 0-0-0-!= 

コ ‘ 1 1 .血 1 1 〇 ® 

1 1 

1 1 


OPEN/CLOSE 




0 ディスクのレーベル面を上にしてトレーに 
のせる。 



ディスクび中央のガイドからがれた状態でトレーを閉 
じると、ディスクび中で引っかか0トレーび開かな< 
なることびあります。ディスクは必ずトレーの中央の 
ガイドにしっかり合わせて置いてください。 

ま意 

• 2枚政上のディスクをセットしないでください。 

♦ トレーの開閉動作中は、手で無理やり開け閉めしな 
いで < ださい。 


参ディスクにはセ□八ンテープやシール、ラベルなど 
を貼らないで < ださし、 

参八ートおや八角形など特殊形状の CD は使用しない 
で < ださい。 


D 開閉ボタン ( A ) を押して、トレーを閉める。 


OPEN/CLOSe 


A ま意 

指をはさまないよラ、ごま意ください。 

ディスクの読込みには数秒かかります。 

読込み中は 「 READING 」 と表示され、ボタンを巧して 
も機能しません。 

読み込みび終了すると政下のよラに表示されます。 
ディスプレーに総曲数と総再生時間び表示されるまで 
お待ちくださし、。 

ディスクびセットされていないとさは、 「N 日 use 」 
と表示されます。 


□ CD 再生ボタン （►) を押して、再生を始める。 



] 巧目から再生び始ま0ます。 

• ディスクをのせたあと、 CD 開閉ボタン ( A ) を巧さずに 
(トレーを閉めずに) CD 再生ボタン(►促押すと、自動 
的にトレーび閉じてディスクの再生び始ま0ます。 

♦ 全ての曲の再生び終わると停止します。 

♦ フオルダーに入っていない MP 3 ファイルは、自動的に 
「 R 日日 T 」 フオルダーに入れ5れます。再生は 「 ROOT 」 
フオルダーの]巧目から始ま0ます。 

• MP 3 ディスクの再生順については3日ぺージをご覧く 
ださい。 


基本操作■テイスタ 
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CD 



スクを聴くには(続き) 


再生を一時停止ずるには 


聴きたい部分を探ずには(サーチ) 



C □一時停止ボタン ( H ) を押すと再生び一時停止します。 
再び CD —時停止ボタンけ I )を押すか、または C □再生ボ 
タン (►) を押すと、一時停止したところか5再生び再開 
します。 



再生中に CD ヴーチボタン (44/ ►►佑巧したままでい 
ると、早送り/早戻しびでをます。聴をたい部分び見つ 
かったら指をはなしてくださし、。 


再生を停止ずるには 


聴きたい曲を探ずには(スキップ) 


1 1 

0777 

1 1 \\~n 

r 〇 1 

1- i 


1-1 己-。一〇-〇_ = 

コ r ~^ ' の ' 

口 〇の 

1 1 

1 1 




C □停止ボタン (■) を押すと再生び停止します。 


ディスクを取り出ずには 



CD 開閉ボタン ( A ) を押すと、ディスクトレーび開をま 
す。 



再生中 

CD スキップボタン ( hw /^ w ) を押すと、前または後ろ 
の曲にスキップして再生を始めます。希望する曲番にな 
るまで、続けて押してくださし、。 

選択された曲の始めか5再生を始めます。 

♦再生中は、 I ィィを1回押すと再生中の曲の始めに戻りま 
す。それよ0前の巧を再生したいとさは、を続けて 
押して < ださい。 


停止中または一時停止中 

CD スキップボタン0ィィ/ ►►!) を押して聴きたい曲を選 
んだ後、 CD 再生ボタン (►) または CD - 時停止ボタン (11) 
を押して再生を始めて < ださい。 


参 CD モード iU がのとさでを、開くことびでさまず。 


20 

































































































































CD lUSB 


シャッフル再生 


フオルダーを選ぶには ( MP 3 ディスク) 



フオルダーを選ぶには、フオルダーボタン（^ 
FOLDER へ)を使います。 

CD 再生ボタン(►促押すと再生び始まります。 


この機能は CD モードと USB モードで使えまず。 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) を押すと、シャッフル再 
生モードにな0、 CD / US 目メモ U —の全曲びランダム 
に再生されます。 



シャッフルボタン ( SHUFFLE ) を押すたびに、シャツフ 
ル再生モードのオン/オフび切0誓わ0ます。 


シャッフル再生中は、デイスプレーにに HUFFLE 」 と表 
示されます。 

全ての巧を再生すると、シャッフル再生モードを解除し 
て停止しまず。 


シャッフル再生を中止するには、 CD / US 目停止ボタン 
(■) を押します。 


♦ シャッフル再生中にボタンを押すと、次の曲びラ 
ンダムに選択されます。I◄◄ボタンを押すと、再生中 
の曲の頭に戻0まず。 

シャッフル再生中は、再生び終わった巧には戻れません。 

♦プ□グラム再生中は、シャッフル再生はでをません。 

♦ 处下のボタンを押すと、シャッフル再生モードは解除さ 
れます。 


CD モード 

電源ボタン ( POWER )、 入力切誓ボタン ( SOURCE )、 
CD 開閉ボタン ( A )、 U ピートボタン ( REPEAT )、 
シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 


US 己モ ー K 

電源ボタン ( POWER )、 入力切誓ボタンに 0 URCE )、 

リピートボタン ( REPEAT )、 シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 
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CD lUSB 


ピート再生 


この機能は CD モードと USB モードで使えまず。 



U ピートボタン ( REPEAT ) を押すたびに、 UTRD ように 
U ピートのモードび変わります。 


オーディオ CD 

リピート リピート オール 

P REPEAT 1 - REPEAT ALL 

- ( U ピートオフ）^- 

MP 3 ディスク 

リピート リピート オール リピート フォルダー 

REPEAT 1 一 REPEAT ALL 一 REPEAT FOLDER 

- ( u ピートオフ）-- 


参攻下のボタンを押すと U ピートモードは解除されます。 

CD モード 

電源ボタン ( POWER )、 入力切督ボタン ( SOURCE )、 
CD 開閉ボタン ( A )、 U ピートボタン ( REPEAT )、 
シャツフルボタンに HUFFLE ) 


REPEAT 1(1巧リピート） 

再生中の巧をくり返し再生しまず。 

デイスプレーに 「 REPEAT 1」と表示されます。 

♦ 1曲 U ピート再生中に CD / US 目スキップボタン( I ◄◄ま 
たは ►►!) を使って他の曲を選んだ場合は、その巧をく 
り返し再生します。 

♦ 停止中は、 U ピートボタン ( REPEAT ) を巧してか日 CD / 
US 目スキップボタンで巧を選び、 CD / 
US 目再生ボタン(►)、または CD / USB —時停止ボタン 
(■■) を巧すと、1巧 U ピート再生を始めます。 


REPEAT ALL (全巧リピート） 

全曲をくり返し再生します。 

デイスプレーに 「REPEAT ALU と表示されます。 

♦プ□グラム再生中は、プ□グラムした曲をくり返し再生 
します。 


REPEAT FOLDER (フオルタ’ーリピート） 

( MP 3 ディスクのみ） 

選択中のフオルダーの全曲をく 0返し再生します。 

デイスプレーに 「REPEAT F 日 LDER 」 と表示されまず。 


USB モ ー K 

電源ボタン ( POWER )、 入力切督ボタン ( SOURCE )、 
リピートボタン ( REPEAT )、 シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 
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CD lUSB 


プ□グラム再生 


この機能は CD モードと USB モードで使えまず。 

ディスクの中から、再生したい順番に3日曲までプ□グラム 
することびでをます。 


D 停止中にプ□グラムボタン ( program ) を 
押ず。 



ディスプレーに 「 PROGRAM 」 び点滅し、 「 P - Ol 」 と表 
示されまず。 

C □モードのとさのプ□グラム例： 



参プ□グラムを中止するには、 CD / US 日停止ボタン (■) 
を巧します。 


□ (l\/IP3 ファイル①プ□グラムの場合） 

CD/USB スキップボタン（ I ◄◄または►►〇 
を押してフォルダーを 選び、 プ□グラムボ 
タン (PROGRAM) を押ず。 


PROGRAM 



参フォルダーに入っていなし' 1 MP 3 ファイルは、 「 ROOT 」 
フォルダーに入っていまず。 


B CD/USB スキップボタン( I ◄◄または►►1) 
を巧して巧を 選び、 プ□グラムボタン 
(PROGRAM) を押す。 


PROGRAM 



選択した曲番またはファイルびプ□グラムされ、 「 P - 
日3」び表示されます。 

•複数の巧をプ□グラムするには、已〜 g の手順を繰 
0返してくださし、。 

♦ 3日曲までプ□グラムずることびでさまず。 

• プ□グラムを中止するには、 CD / US 目停止ボタン (■) 
を押します。 

このとを、プ□グラムされた内容は残っていますので、 
プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を巧してか5、 CD / 
USB 再生ボタン (►) を押ずと、プ□グラム再生するこ 
とびでさます。 

0プ□グラムび終わった5、 CD/US 巨再生ボ 
タン (►) を押してプ□グラム再生を始める。 



プ□グラムを停止ずるには、 CD / US 目停止ボタン (■) 
を巧します。 

♦ プ□グラム再生び終了した後に、再びプ□グラム再生 
をずるには、 CD / USB 再生ボタン(►〇を押します。 

• プ□グラム再生中に CD / US 巨スキップボタン（ I ◄◄ま 
たは ►►!) を押して、プ□グラム中の他の巧を選ぶこ 
とびでをます。 

• プ□グラム再生中にシャッフル再生はでさません。 

♦ プ□グラム再ち巧こ— REPE — AT 1 、 REPEAT ALL 再生 
びでをます 。 REPEAT ALL ではプ□グラムした曲を 
く 0返し再生します。 
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CD lUSB 


プ□グラム再生(続さ) 


プ□グラムの最後に曲を追加ずるには プ□グラムの一部を書き換えるには 


停止中に、 「TRACK 00 J が表示されるまで プ□グラム 
ボタン ( PR 日 GRAM ) を繰り返し押します。 


停止中に、書を 換えたい巧蚕び表示されるまで プ□グラ 

ムボタン ( PR 日 GRAM ) を繰0返し巧します。 



CD / US 日スキップボタン (I ◄◄または ►►!) で追加した 
い曲番を選び、プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を押し 
ます。 


PROGRAM 



選択した巧番びプ□グラムの最後に追加されます。 



書さ換えたい巧番 


CD / USB スキップボタン (I ◄◄または ►►!) で新しく上 
書きしたい曲番を選び、プ□グラムボタン ( PROGRAM ) 
を巧します。 



選択した曲番に書さ換え5れます。 


24 






































































































停止中にプ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を押すたびに、 
プ n グラム番号とプ□グラムした巧蚕び順番に表示され 
ます。 


プ□グラムの一部を消去ずるには 



停止中に、 削除したい ffl 蚕び表示されるまで プ□グラム 
ボタン ( PR 日白 RAM ) を繰り返し押します。 



削除したい巧番 


クリアボタンに LEAR ) を押しまず。 



選択した®蚕びプ□グラムから消去されます。 


停止中に、プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を巧してか 
ら、ク U アボタンに LEAR ) または CD / US 目停止ボタン 
(■) を1秒し处上巧してくだごい。 

ディスプレーの口 R 日 GRAM 」 インジケーターび消え、 
全てのプ□グラム内容び消去されます。 

I ^ PR 日 GRAM 」 インジケーターび表示されていないとき 
は、プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を押して、プ□グ 
ラムモードに切り換えてから消去してくださし、。 

拟下のボタンを巧しても、全てのプ□グラム内容び消去 
されます。 

CD モード 

電源ボタン ( POWER )、 CD 開閉ボタン ( A ) 

入力切換ボタン ( SOURCE ) 

US 曰モード 

電源ボタン ( POWER )、 入力切換ボタン ( SOURCE ) 


プ□グラムモードをやめるには 



停止中に、プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を1秒 ULL 巧 
し続けます。 「 PR 日 GRAM 」 インジケーターび消えて通 
常のモードに戻ります。 

この操作ではプ□グラム内容は消去されません。プ□グ 
ラムボタン ( PR 日 GRAM ) を押してから、 CD / USB 再生 
ボタン (►) を巧すと、プ□グラム再生することびでをま 
す。 


I 


プ□グラムの順まをチェックするには 


全てのプ□グラム内容を消去するには 







侧 
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TAPE 


カセツトテープを聴くには 


本機では、ノーマル(タイプ I )、ク□—ム(タイプの、また 
はメタル(タイプ IV )のテープを再生することびでさます。 

D 入力切換ボタン ( SOURCE ) を巧して、 
TAPE モードを選ぶ。 



参他のモードのとさにカセツトテープの再生を始める 
と、自動的に TAPE モードに切り替わります。 


已 TAPE 開ボタン (A EJECT ) を押して、力 
セツトホルダーを開ける。 



曰 カセツトを入れる。 



テープび露出している部分を下に、再生したい面を手前 
にして入れてか5、カセツトホルダーを手で押して閉め 
て < ださい。 

注意 

•変形したり、たるんだりしたテープを使わないで< 
ださし、。 

• カセツトホルダーを開けるとさは、手で無理やり開 
けないでください。 

故障の原因とな0ます。 
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メモ 

この取扱説明書では、手前の面を 「 A 面」、反対側の面 
を r 目面」と呼びます。 

「 A 面」と旧励を裏返しにセツトしたときは、 「 A 面」を 
旧面」、 r 目励を 「 A 励に読み誓えてください。 



反対側「巨面」 


【I リバースモードスイッチ (REV MOD 口で、 
リバースモードを選ぶ。 



3つのモードか5選べます。 

こ二片■面モード 

片面のみの再生をします。 

両面モード 

両面を連続して再生します。 

「 A 面」の最後まで再生すると、自動的に U バース 
し、引さ続を 「 B 面」を再生します。 

こ3リピートモード 

両面を最長日回まで連続して再生します。 












































































□ ドルビー NR のオン/オフを選ぶ。 



ドルビー NR で録音されたテープを再生するときは、 
DOLBY NR スイッチをオンにしてください。 

ドルビー NR を使わずに録音されたテープを再生する 
とさは、オフにしてください。 


ドルビー NR (ノイズリダクション)システムについて 

ドルビー NR システムは、再生/録音時に発生する 
"シー"というテープノイズを低減します。本機は B 夕 
イプのドルビー NR システムを内蔵しています。 


0TAPE 再生ボタン(フォワード►/リバース 
◄) を押して再生を始める。 



フォワードボタン （►) 

このボタンを押すと、 「A 面」の再生び始ま0ます。 

U バースモードび::二のとさ 

「A 面」の最後まで再生し、停止します。 

U バースモードび: Z つのとさ 
引さ続を r 日面」の最後まで再生し、停止します。 

U バースモードびこ3のとさ 
両面を已回繰り返し再生します。 


再生を一時停止ずるには 



を 


TAPE —時停止ボタン (H) を押すと再生び一時停止しま 
す。 

再び TAPE- 時停止ボタン (H) を押すか、または TAPE 
再生ボタン(フオワード►/リバース ◄) を押すと、一 
時停止したところから再生び再開します。 


再生を停止ずるには 



或 


TAPE 停止ボタン (■) を押すと再生び停止します。 


カセツトテープを取り出ずには 



リパースボタン （◄) 

このボタンを押すと、 「B 面」の再生び始ま0ます。 

U バースモードびこ二、またはこつのとさ 
「B 面」の最後まで再生し、停止します。 

U バースモードびこ3のとさ 

「巨面」を再生した後、両面を4回繰り返し再生します。 


カセットテープび停止中、または一時停止中に、 TAPE 
開ボタン (A EJECT) を押してカセットホルダーを開さ、 
取り出します。 

♦ TAPE モード外のとさでち、カセツトホルダーを開く 
ことびでをます。 
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TAPE 


USB 


カセツトテープを聴くには(続き ） H USB メモ U — を聴くには 


早送り/巻戻しするには 



〇お 

早送0ボタン(►►)、巻戻しボタン （◄◄) を押しまず。 

テープの最後まで早送0/巻戻しすると、停止します。途 
中で止めたいとさは、 TAPE 停止ボタン (■) を押します。 

♦ CD / US 巨/ LINE モードのときでも早送り/巻戻しできま 
すび、録音中はできません。 


ピッチコント□ール 


カセツトテープの再生時にピッチ(音程）を変えることびで 
をます。 





ピッチコント□ールつまみをちに回すと、テープ走行速 
度び最大1日％まで速くなり、音程び上びります。 

左に回すと、テープ走行速度び最大1日％遅くなり、音 
程び下びりまず。 

♦ 録音中はこの操作はできません。 


テープカウンター 


0000 



カウンタ ー U セツトボタン (COUNTER RESET ) を巧す 
と、テープカウンターび"日0日日"に U セツトされます。 
テープの特定の位置を見つけるのに便利な機能です。 

2巧 


A ま意 

USB メモリーのアクセス中(読込み、再生、録音、または 
ファイルの消去中など)には、絶対に電源をオフにしたり、 
USB メモリーを巧いたりしないでください。 

本機や USB メモリーの故障の原因になりまず。 


〇入力切換ボタン ( SOURCE ) を押して、 
US 己モードを選ぶ。 




r " 1 •し 

|l - J 正 

r 。。 1 Q 1 

[nnl - 

1 1 己一。一 Q — 〇_|=1=1 c 

1 1 

ェな 1=1 0の 

1 1 



参他のモードのとさに US 目メモ U —の再生を始めると、 
自動的に US 目モードに切0誓わ0ます。 


日本機の US 己ポートに、 USB メモリーを接 
続ずる。 



US 巨メモ U —の読込みには、数砂かかります。 

参 US 目メモ U - に MP 3 ファイルび記録されていない 
場合は 、 「NO MUSIC 円 LE (ミュージックファイルな 
し)」と表示されます。 



























































































































USB 再生ボタン （►) を押して、再生を始め 
る。 




。〇 rrr 


1 1 

1 D 1 

I - * 

Ml inn 

1 1 日-。一。一。= II 1 瓜 1—1 〇の 





再生を停止ずるには 



US 巨停止ボタン (■) を押すと再生び停止します。 


参全ての曲の再生び終わると停止します。 


♦ フオルダーに入っていない MP 3 ファイルは、自動的に 
「 R 日日 T 」 フオルダーに入れられます。再生は 「 ROOT 」 
フオルダーの1曲目か5始ま0ます。 


聴きたい部分を探ずには(サーチ) 


♦ MP 3 ファイルの再生順については39ページをご覧く 
ださい。 


再生を一時停止ずるには 





t 1 

。〇 

r o 1 

1_1 

Ml \r~n 

1 1 B—O—O—Q-= ‘ 1 1 ゆ 1 - 1 〇 ® 



り。。ご7： rm 

-^li I I \r-n\- - 



再生中に USB サーチボタン（♦^/^片）を押したままで 
いると、早送り/早戻しびでさます。押し続けると、サー 
チのスピードび変わ0ます。 

聴をたい部分び見つかった5指をはなしてくださし、。 


USB —時停止ボタン ( H ) を押すと再生び一時停止しま 
す。 

再び USB —時停止ボタン ( H ) を押すか、または US 目再 
生ボタン (►) を押すと、一時停止したところから再生び 
再開します。 
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USB メモリーを聴くには(続き) 



TAPE 


LINE 

一 

USB 


USB メモリーに録音するには 


聴さたい曲を探すには(スキップ) 


1 1 
\l _1 

か一 


1 a 1 

じ —U 



1 1 日- 0-0-0 t ^= F =^''' な 1 1 〇。 

1 1 

1 


を 


再生中 

US 巨スキップボタン(卜•ィ/►► l )を押すと、前または後 
ろの曲にスキップして再生を始めます。希望する巧番に 
なるまで、続けて押してくださし、。 

選択された曲の始めか5再生を始めます。 

♦再生中は、を]回巧すと再生中の曲の始めに戻りま 
す。それより前の巧を再生したいとをは、を続けて 
押して < ださい。 

厚止中または一時停止中 

US 巨スキップボタンを巧して聴をたい曲を 
選んだ後、 USB 再生ボタン (►) または USB —時停止ボ 
タン ( H ) を押して再生を始めてください。 


フオルダーを選ぶには 


し。〇7~ rm 



► V FOLDER へ 

ご八> 


フォルダーを選ぶには、フオルダーボタン （ソ 
FOLDER へ) を使います。 

USB 再生ボタン (►) を巧すと再生び始ま0ます。 


リピート、シャッフル、プ□グラム再生 

USB モードでは、リピート、シャッフル、プ□グラム再生 
びでをます。下のページをご覧< ださし、。 

リピート再生 今22ページ 
シャッフル再生 今21ページ 
プ□グラム再生- ► 23ページ 


本機では、 CD やカセットテープ、接続したが部入力機器の音 
亩を MP 3 あ式にして、 US 目メモ U - に録音することびできま 
す。 

♦ 本機にはカセットテープへの録音機能をあ0ますび、 
US 目とカセットテープに同時に録音をすることはでを 
ません。 

♦ タイマー録音では、 US 目への録音はできません。 

A 注意 

USB メモリーの録音中には、絶対に電源をオフにしたり、 
USB メモリーを巧いたりしないでください。 

本機や USB メモリーの故障の原因になりまず。 


録音される MP3 ファイルについて 

♦録音ずると、 「 REC 日 RD 」 フォルダと、その中にそれ 
ぞれのソースの名前のついたサブフォルダ ー（「 CD 」、 
「 TAPE 」、 または 「 LINE 」） び自動的に生成されまず。 
そのサブフォルダー中に MP 3 あ式のファイルびでさます。 

♦ ファイル名は、末尾に自動的に順番の数字び付け5れ記 
録されます。 

CD か6の録音の場合 

に D 日日 1. MP 3」、に□曰 02. MP 3」 …… 

(すでに USB 方モリーのフォルダーに rCD 日日 4. MP 3」 
と 「 CD 日日目. MP 3」び記録されている場合、次に録音し 
たときに記録されるファイル名は 「 CD 01 日. MP 3」とな 
ります） 

カセツトテープか6の録音の場合 

IT 日日 1. MP 3」、 「 T 日日 2. MP 3」 …… 

外部入力機器か5の録音の場台 

「 L 日日 1. MP 3"」 

♦ テープと外部入力機器からの録音では、録音中に手動で 
ファイルを分割することびできます。 （32 ぺージ） 

その場合のファイル名は、末尾の数字び繰り上びります。 
(例えば、 IT 日日1. MP 3」を2つに分割したときは、 
IT 日日1. MP 3」と 「 T 日日を MP 」 になります） 

♦ 本機では9目目ファイルまで記録することびでをます。 
ただし、 US 目メモリーにすでにファイルびある場合、 
そのファイル数と合わせて9日目ファイルまで録音巧能 
です。 

♦ 1つのファイルの録音時間は最長24日分までです。 
24日分を超えた場合は、新しいファイルび作成されま 
す。新しいファイルの作成には数分かかりまず。 

♦ MP 3 び記録されている CD か5の録音は、最長3時間ま 
で巧能です。 

♦ 本機では、ビットレートび 128 kbps の MP 3 に変換して 
US 目メモ U - に録音しまず。 
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D 本機の US 己ポートに、 USB メモリ 
続ずる。 


一を接 0(カセットテープ、またはが部入力機器か5 

の録音の場合） 



♦ US 目メモリーの空き容量びない場をや、 US 目メモ U — 
び□ックされている場合は録音でをません。 

♦ 本機で US 目メモリーの容量を確認することはできませ 
ん。録音の前に、あらかじめ USB 方モ U —の容量をパ 
ソコンで確認してください。 


已入力切換ボタン (SOURCE) を押して、録 
音ソースを選ぶ。 （CD、TAPE、 または 
LINE) 



Hus 己録音ボタン (RECORD US 己)を}甲し 
て、録音待機状態にずる。 


録音レベルを調節ずる。 

録音の前に、録音レベルを調節してください。これを 
行わないと、録音した音び歪んだり、雑音び入ってし 
まラことびあ0ます。 

1. 録音ソース(カセットテープ、または外部入力機器) 
を再生する。 

2. 録音レベル調節つまみ (REC LEVEL ) を使って、 
最ち大さな音のとさに、ピークレベル;—ターび 

「 OVER 」 に達しないように調節します。 



• 録音するソースによっては、音量に差びあります。様々 
なソースを適切な音量で録音するためには、ソース毎 
に録音レベルの調節び必要です。 

♦ CD か日の録音では、録音レベルは調節できません。 



〇 





US 目録音ボタン (RECORD US 巨)の上のホいインジ 
ケーターと、ディスプレーの r 巧3び点滅します。 


g 録音 ソースを 準備ずる。 


CD か5録音ずる場合 

ディスクの全ての巧を録音するとさは停止状態にして 
おさます。 

途中か5録音したいときは、録音したい部分の頭で一 
時停止状態にしておをます。 

プ□グラムした順番での録音ちでさます。プ□グラム 
方法については23ページをご覧ください。 


♦ 録音を停止するには、 US 巨停止ボタン(■促巧します。 


巧のページに続さます —► 31 


























































































CD 



TAPE 


LINE 

一 

USB 


USB メモリーに録音ずるには(続き) 


カセットテープか5録音ずる場合 

テープの全ての内容を録音するとをは、テープを始め 
の位置まで替を戻しておさます。 

途中か5録音したいとさは、録音したい部分の頭で停 
止または一時停止状態にしておさます。 

ドルビー NR のオン/オフを選びます。 （1 日ページ） 

片面のみの録音の場をは、 U バースモードを::二にセッ 
卜します。また、 TAPE 再生ボタン(フォワード►/リ 
パ‘ース ◄) で録音開始の方向をセットし、 TAPE 停止 
ボタン (■) を押します。 

両面の録音の場含は、 U バースモードをこつにセット 
します。また、 TAPE 再生ボタン(フォワード ►) で録 
音開始の方向を►にセットしまず。 

録音開始の方向を◄にセツトした場合、 「 B 面」のみび 
録音されます。 


外部入力機器か5録音ずる場合 

外部入力機器の再生を準備します。 

例 

アンプの入カ ソースを セツトする 
プレーヤーの;ディアをセツトする 
チューナーの選局をする 


0 USB 録音ボタン (RECORD USB) を押し 
て、録音を開始ずる。 

外部入力機器か5録音する場合は、が部入力機器の再 
生わ開始してくださし、。 



USB 録音ボタン (RECORD USB ) の上のホいインジ 
ケーターと、ディスプレーの r 口3の点滅び止まりまず。 


♦ 録音の途中で US 目メモ U —空さ容量びなくなると、録 
音は悟止します。 


• 録音を一時停止するには、 US 巨一時停止ボタン ( H ) を 
押します。ちラー度押すと録音を再開します。 
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CD またはカセツトテープか6録音ずる場台 

ソースの再生び終わると、録音は自動的に停止します。 
録音を途中で停止するには、 US 目停止ボタン (■) を巧 
します。この場合録音ソースの再生ち停止します。 


列部入力機器か5録音ずる場含 

ソースの再生び終わってわ、録音は自動的に停止しま 
せん。 US 日停止ボタン(■佑押して録音を停止してく 
ださい。 


手動ファイル分割 


テープと LINE か5の録音中には、録音する MP 3 ファイル 
を、手動で分割することびでをます。 

CD か5の録音では、分割はでをません。に D からの録音は 
自動的にトラックごとに分割されます） 



0 



録音中に、分割したいところで USB 録音ボタン 
(RECORD USB ) を押すと、録音中のファイルび分割さ 
れます。 

ファイル分割は1日数秒かかります。 

カセツトテープか5の録音の場台 

ファイル分割の間、カセットテープび止ま0ますび、録 
音の途切れはほとんど生じません。 


外部入力機器か5の録音の場台 

ファイル分割の間、録音び途切れます。 

♦ すでに録音されている MP 3 ファイルを分割することは 
でさません。この機能は録音中にのみ使ラことびでさま 
す。 


♦ 分割したファイル名は、末尾の数字び繰り上びります。 

例 

IT 日日1. MP 3」を2つに分割したときは、 「 T 日日1 . 
MP 3」と 「 T 日日を MP 3」とな0ます。 




























































USB 


USB メモリーか 6 フアイルを消去するには 


A 注意 

USB メモリーのファイルの消去中には、絶対に電源をオフ 
にしたり、 USB メモリーを巧いたりしないでください。 

本機や USB メモリーの故障の原因になりまず。 


全てのファイルを消去するには 


A ま意 

この操作をずると、 US 日メモリーか5をての内容び消去され 
まず。また、音楽ファイルけ巧のファイルち消'去されまず。 
操作の前にミ肖モしてよいかを確認してください。 

D 入力切換ボタン ( SOURCE ) を押して、 
US 己モードを選ぶ。 


SOURCE 



0本機の USB ポートに、 US 己メモリーを接 
続ずる。 



百消去ボタン (ERASE) を2秒む上押ず。 



デイスプレーにに rase all ? (全て消ま？)」と表示されま 
す。 


□ 6秒似内に消去ボタン (ERASE) を押ず。 


ERASE 



USB メモ U —から全ての記録されていた内容び消去さ 
れます。 

デイスプレーに 「NO MUSIC 円 LE 」 と表示されます。 


ファイルを1つずつ消去ずるには 


D 消去したいファイルを再生ずる。 （28 ぺ一 
ジ） 

□ 消去ボタン (ERASE) 押ず。 


旧 



デイスプレーに 「Erase file ? ロアイルを消去？)」と表 
示されまず。 



0已秒む内に消去ボタン (ERASE) を押ず。 


ERASE 



デイスプレーに Erasin 呂」と表示されます。 

再生中のファイルび消去され、再生び停止します。 
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CD 1 USBlLINE 


TAPE 




カセツトテープに録音するには 


本機では、 CD や US 巨メモリー、または接続した外部入力 
機器の音青をカセツトテープに録音することびできます。 
ノーマル(タイプ I )、またはク□ーム(タイプ n ) のテープに 
録音することびできます。メタル(タイプ IV )には本機では 
録音でをません。 

参片面のみの録音、または両面の録音びでさます。 

♦ 本機には US 目;>(モ U —への録音機能わありますび、力 
セツトテープと USB に同時に録音をすることはでをま 
せん。 


カ セツ トホルターにカ セツ トテープを 入れる。 



• 誤消去防止用のつめび取り除かれている場合、取0除 
いたあとの礼にセ□八ンテープなどを貼ってふさいで 
<ださい。 


□入力切換ボタン ( SOURCE を押して、録音 
ソースを選ぶ。 （ CD 、 USB 、 または LINE ) 


□ リバースモードスイッチ (REV MODE ) でリ 
バースモードを選び、録音開始の方向を選ぶ。 



片面のみに録音の場合は、 U バースモードをこ二にセッ 
卜します。また、 TAPE 再生ボタン(フォワード ►/U 
バース ◄) で録音開始の方向をセットし、 TAPE 停止 
ボタン (■) を押します。 

両面への録音の場合は、 U バースモードを; ZD にセッ 
卜します。また、 TAPE 再生ボタン(フォワード ►) で 
録音開始の方向を►にセットします。 

録音開始の方向を◄にセットした場合、 「 B 面」のみに 
録音されまず。 

□ ドルビー NR のオン/オフを選ぶ。 




ドルビー NR については、10ぺージをご覧くださし、。 



g テープ録音ボタン (RECORD TAPE ) を押 
して、録音待機状態にずる。 


1 1 

0— , 

°Orr 

1 a 1 

1 ' - 1 ‘ 

i~r~nn~ 

1 1 己 - 0-0— 〇 1=1=1 11 1 な 

口 0 ® 

1 1 

1 1 


〇 


^咬 

テープ録音ボタン (RECORD TAPE ) の上のホいインジ 
ケーターと、デイスプレーの E 互び点滅しまず。 
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参録音を停止するには、 TAPE 停止ボタン(■促押しまず。 


































































































0 録音レベルを調節ずる。 

録音の前に、録音レベルを調節してください。これを 
行わないと、録音した音び歪んだり、雑音び入ってし 
まラことびあります。 

1. 録音 ソースを 再生する。 

吕.録音レベル調節つまみ (REC LEVEL ) を使って、 
最わ大さな音のとをに、ピ~クレベルメーターび継 
続的に「日」を超えないように調節しまず。 



♦ 録音するソースによっては、音量に差びありまず。様々 
なソースを適切な音量で録音するためには、ソース毎 
に録音レベルの調節び必要でず。 


〇録音 ソースを 準備ずる。 


CD か5録音ずる場含 

ディスクの全ての巧を録音するときは停止状態にして 
おさます。 

途中か5録音したいとさは、録音したい部分の頭で一 
時停止状態にしておをます。 

プ□グラムした順番での録音わでさます。プ□グラム 
方法については23ページをご覧ください。 


US 日メモリーか5録音ずる場含 

US 目メモリーの全ての曲を録音するとさは、最初の巧 
の頭で停止状態にしておさます。 

途中か5録音したいとさは、録音したい部分の頭で一 
時停止状態にしておをます。 

プ□グラムした順番での録音わでさます。プ□グラム 
方まについては23ページをご覧ください。 

♦ MP 3 ファイルの再生順については39ぺージをご覧 
<ださし、。 


外部入力機器か5録音ずる場含 

外部入力機器の再生を準備します。 

例 

アンプの入カソースをセツ h ずる 
プレーヤーのメディアをセツトする 
チューナーの選局をする 


I ]テープ録音ボタン (RECORD TAPE ) を押 
して、録音を開始ずる。 

が部入力機器から録音する場合は、外部入力機器の再 
生ち開始してくださし、。 



〇 



テープ録音ボタン (RECORD TAPE ) の上のホいインジ 
ケーターと、デイスプレーの E 巧の点滅び止まります。 

A ま意 

録音中には、拖巧に電源をオフにしたり、電源コード 
を巧いたりしないでください。 

本機や接続した機器の故障の原因になりまず。 

• 録音を一時停止するには、 TAPE —時停止ボタン (■■) 
を押します。わラー度巧すと録音を再開します。 


CD または USB メモリーか5録音ずる場台 

ソースの再生び終わると、録音は自動的に停止します。 
録音を途中で停止するには、 TAPE 停止ボタン (■) を 
押します。この場合録音ソースの再生ち停止します。 

両面への録音中に、巧の途中で「八面」び終わった場合 
は、録音途中の曲の頭に戻って 「 B 面」に録音を始めま 
す。 


外部入力機器か6録音ずる場合 

ソースの再生び終わっても、録音は自動的に停止しま 
せん。 TAPE 停止ボタン (■) を押して録音を停止して 
<ださし、。 
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CD 


USB 


LINE 

一 

TAPE 


カセットテープに録音するには(続き) 


録音を消去ずるには 

録音すると、前カセツトテープに録音されていた内容は 
上書さされます。 

録音レベルを最ル ( MIN ) にして録音をずることによって、 
録音内容を消去ずることびでさます。 


D テ-プ録音ボタン (record tape ) を押 

して、録音待機状態にずる。 


已録音レベル調節つまみ (REC LEVEL) を最 
ル (MIN) に合わせる。 



且 TAPE 再生ボタン(フォワード ►/ リバース 
◄) を押して、消去を開始ずる。 


タイマー再生/録音 


市販のオーディオタイマーを接続して、設定した時間に再 
生や録音を開始することびでをます。 

♦タイマー再生のソースは、 CD 、 カセットテープ 、 USB 
メモ U —のみです。外部接続機器をタイマー再生ずるこ 
とはでさません。 

♦ タイマー録音のソースは、外部接続機器のみです。また、 
カセットテープにのみ録音でをます。 


接続 

下図を参考に、機器を接続して<ださい。 

電源コンセント 



AD-800 


A 全ての接続が終わってか6電源をオンにしてくださ 
い。 

♦接続ずる機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って 
接続してくだをい。 

♦ ノイズ発生の原因となるので、各接続ケーブルを電源 
コードと一緒に束ねないでぐださい。 
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タイマー再生 ( 


CD 


USB (TAPE 


参タイマー再生のソースは、 CD 、 カセットテープ 、 USB 
メモ I 」一のみです。外部接続機器をタイマー再生ずるこ 
とはでさません。 


D 前のぺ-ジの接続図を参考にして、 AD- 
800と機器を市販のオーディオタイマーに 
接続ずる。 

Q 全ての機器の電源をオンにずる。 

II タイマー再生したいソースをセツトずる。 


□ オーディオタイマーのオン/オフの時間を設 
定ずる。 


この設定を終了すると、接続したずべての機器の電源 
びオフになりまず。 

このとき、 AD- 800の 電源 ボタン (POWER) を}甲さな 
いでぐださい。 

ボタンは押されたままの状態(オンの位置)のままにし 
ておいてください。オフの状態になっていると、タイ 
マー再生は動作しません。 


タイマーオンの時間になると、電源び接続した機器に 
供給され、再生び始ま0ます。 

•タイマーを使わないとさは、タイマー設定スイッチ 
(日 FF-PLA 丫 - REC ) を日 FF (オフ)にセツトしてくださ 
い。 


カセットテープをセットずる場合 

リバースモードをセットします。両面を連続して再生 
したい場合は、にセットします。 

D 日 L 目 Y NR スイッチをセットします。 （1 日ぺージ） 

再生は常に 「 A 圃か5始まります。 

□ ソース設定スイッチ (CD-TAPE-USB) を再 
生したいソースにセツトする。 



且タイマー設定スイッチ (OFF-PLAY-REC) を 
「PLAYJ にセツトする。 



AD - 800のデイスプレーに 「 TIIVIER 」 と表をされまず。 
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タイマー再生/録音(続き) 


タイマー録音 ( 


LINE 



TAPE 


D ソース設定スイッチ (CD-TAPE-US 己)を 
「TAPE」 にセツトずる。 


参タイマー録音のソースは、外部接続機器のみでず。また、 
カセツトテープにのみ録音でさまず。 

(例：ラジオ放送のタイマー録音） 

D 前①ぺ-ジ①接続図を参考にして、 AD- 
800と機器を市販の才ーディオタイマーに 
接続ずる。 




Q 全ての機器の電源をオンにずる。 


参 CD や USB メモ U —には録音でさません。カセットテ 
ープにのみ録音でさまず。 


日タイマーで録音したいカセツトテープを 
セツトずる。 


且タイマ—設定スイッチの FF-PLAY-REC) 
を 「REC」 にセツトずる。 


常に 「 A 面」か5録音されます。 

片面のみに録音の場合は、 U バースモードをこ二にセッ 
卜します。 

両面への録音の場合は、 U バースモードをこつまたは 
にセットします。 

D 日 L 巨丫 NR スイッチをセットします。 （1 日ぺージ） 

消去防止用のつめび取り除かれている場合、取0除い 
たあとの礼にセ□八ンテープなどを貼ってふさいでく 
ださい。 

ノーマル(タイプ I )、またはク□ーム(タイプ II )のテー 
プに録音することびでをます。 


ご注意 

前回の使用の時、テープび 「 B 面」の途中で終わってい 
ると、録音は 「 A 面」の途中か5始まってしまいます。 
大切な録音を誤って消してしまわないよラごま意くだ 
さい。（特に、2回！;(上連続してタイマー録音する場合 
にごミ主意ください） 



AD -8 日日のディスプレーに 「 TIMER 」 と ES インジ 
ケーターび表示されます。 


0録音したい放送局を選局ずる。 
(ラジオ放送の録音の場合） 
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O 録音レベルを調節ずる。 


録音の前に、録音レベルを調節してください。これを 
行わないと、録音した音び歪んだり、雑音び入ってし 
まラことびあります。 

録音レベル調節つまみ (REC LEVEL ) を使って、最も 
大さな音のとさに、ピークレベルメーターび継続的に 
「日」を超えないよラに調節します。 


-こ特 


miiiiiiiiiiiiiiiiiiiil 

93 -30 20 扣 3 〇| 

■aiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiil 


ツ 

II り 111111 

I ? 蹈 iJ 




0オーディオタイマーのオン/オフの時間を設 
定ずる。 

この設定を終了すると、接続したすべての機器の電源 
びオフにな0ます。 

このとき、 AD- 800の電源ボタン (POWER) を f 甲さな 
いで < ださい。 

ボタンは押されたままの状態(オンの位置)のままにし 
ておいてください。オフの状態になっていると、タイ 
マー録音は動作しません。 

タイマーオンの時間になると、電源び接続した機器に 
イ共給され、録音び始まります。 

♦ タイマーを使わないとさは、大切なカセットテープに 
誤って上書を録音しないよラに、必ずタイマー設定ス 
イッチ(日 FF-PLA 丫 - REC ) を日 FF (オフ)の位置にしてお 
いて < ださい。 


MP 3 ディスクの再生順 


MP 3 ファイルを収録した CD や US 日モ U - には、通常の 
パソコンのファイルの扱いと同じように、 MP 3 ファイルを 
フオルダーに収納しているものびあります。さらに、いく 
つかのフオルダーをまとめて]つのフオルダーに収めてい 
るものもあります。 


本機で MP3 ディスクを再生ずるときの 
フオルタ’一番号とファイルの再生順 (n 〜且)の例 

01 " ROOT " 

I 

n MP 3 ファイル 

I 

旦 MP 3 ファイル 



回 MP 3 ファイル 

I 

回 MP 3 ファイル 


タイマ— 


その他 
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たとをは 


本機の調子びおかしいとさは、サービスを依頼される前に 
下の内容をわラー度チェックしてください。 

それでち正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店ま 
たはティアック修理センター（裏表紙に記載)にご連絡くだ 
さい。 


—般 

電源び入6ない。 

■►電源プラグをコンセントに差し込んでください。差し 
込みび不完全ではないかを確認してください。 

リモコンで操作でさない。 

今電源ボタン ( P 日 WER ) を押して、本体の電源をオンに 
してください。 

■►電池び消耗していたら、新しい電池に交換してくださ 
い。 

今 U モコンは本体の正面から已メー トル内の距離で、 
本体の方を向けて操作してくださし、。 

■►本体と U モコンの間に障害物びあると操作でさません 
ので、位置を調整してください。 

今本体の近くに強い光の照明びある場合は、照明を切っ 
て < ださい。 

テレビなどが誤動作ずる。 

今ワイヤレス U モコン機能を持つテレビの一部には、本 
機の U モコン操作により誤動作するものびあります。 
その場合は本体のボタンをお使いください。 

ボタンを押してち反応しない。 

■►動作中は、ボタンを押しても反応しないことびありま 
す。しば5く待ってか5再度ボタンを押してくださし、。 

音が出ない。またはルさな音しか出ない。 

今アンプとの接続を確認してくださし、。 

今スピーカーや他の機器との接続を確認してください。 

■►接続した機器の操作び正しいか確認してくださし、。 

今スピーカーケーブルの®/©びショートしていないか 
確認してください。 

今入力切換ボタン ( S 日 URGE ) を押して、入カソースを選 
んで < ださい。 

雑音がずる。 

今テレビや電子レンジなど、電磁波を出すものからはで 
をるだけ離して設置してください。 


CD プレーヤー 

再生でをない。 

■►ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクの 
レーベル面を上にして入れ直してください。 

今ディスクび巧れている場含は、ディスクを拭いてくだ 
さい。 

何も録音されていないディスクび入っている場合は、 
録音されているディスクを入れてください。 
■►ディスクの品質や録音状態によっては、 CD - R / 
CD - RW を再生できないことびあります。 

今ファイナライズされていない CD - R / CD - RW は本機で 
再生でさません。 

■►本機の内部び結露している場合は、電源を入れて]、 
2時間放置してください。 

音飛びびずる。 

♦震動を与えると音飛びする場含びあります。本機は安 
定した場所に設置してください。 

今ディスクび巧れている場含は、ディスクを拭いてくだ 
さい。 

♦ 傷び付いた0、ヒビび入っているディスクは使わない 
で < ださい。 


カセットテープ 

カセットホルダーが閉ま5ない。 

今カセットテープび正しくセットされていないと閉まり 
ません。正しく入れ直してください。 

音質が悪い。 

■►ヘッドをク U —ニングしてください。 （7 ページ） 

今 へッドび 帯磁している場合は、 ヘッド-イレーサーで 
消磁してください。 

今 DOLBY NR スイッチび、録音したときと同じ位置に 
あるか確認してください。 

再生スピードが速い/遅い 

今ピッチコント□ールの設定を確認してください。に8 
ぺージ） 

オートリバースしない 

今リバースモードを こつ または C ： つに セットしてくださ 
い。 

今リバースモードびこつに設定されているときは、再生 
は常に手前側 （「 A 面」 ） から始まります。 
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録音でさない。 

-► 消去防止用のつめび取り除かれている場含、取0除い 
たあとの孔にセ□八ン テープな どを貼ってふさいで< 
ださい。 

■►録音レベルを確認してください。 （3 已ページ） 


本機はマイコンを使用しておりまずので、外部か6の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなることがありま 
ず。このよラな場合は一旦電源プラグをコンセントか6巧 
を、しば6くしてか6再び電源を入れて操作しなおしてく 
ださい。 


US 巨メモ U- 


USB 再生ボタン （►) を押しても、再生できない。 

今 US 目メモリーに MP 3 ファイルび記録されているか確 
認してください。 

■►ファイルのフオーマットを確認してください。本機 
で再生でをるのは、 MP 3 ファイルです。 MPEG 1 
LAYER 2ファイルなどは再生できません。 

録音でさない。 

今 US 目メモリーに空さ容量びあるか確認してくださし、。 
今 US 目方モ U — び□ックされていないか確認してくださ 
い。 

■►録音レベルを確認してください。 （31 ページ） 


MP3 

ファイルるが正しく表示されない。 

♦ ファイル名に日本語や中国語などの全角文字 (2 バイト 
艾字)や、半角カタカナなどの英数字政外の1バイト文 
宇び使われている場合、再生は巧能ですび、ディスプ 
レーに正しく表示でさません。 
m ち、アーティストち、アルバムちが表示されない。 

-► ファイルに103タグび入っていません。パソコンなど 
で ID 3 タグを編集した MP 3 ファイルを作成し直してく 
ださい。本機で録音したファイルには103タグは記録 
されません。 
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CD プレーヤー部 

ピックアップ . 3ビーム、半導体レーヴー 

デジタル フイルター 

8倍 オーバー ヴンプ U ングデジタル フイルター 

周波数特性 . 2曰 Hz 〜2日 kHz ±2 dB 

全高調波歪率 . 日.日 2 o / ol ； rF ( lkHz ) 

S/N 比 .87 cm 上 ( IHF - A ) 

アナ□グ出力 . 2.日 V ( RCA ) 


—般 

電源 . 10日 V AC 、 已日-目日 Hz 

消費電力 .14 W 

が巧き寸法(幅、高さ、奥行） 

43已 X ] 4已 X 288 mm 狭起部を含む) 

質量 . 已 . Ik 浸 

許容動作温度 . +巳で〜+ 3己で 

許容動作湿度 . 5%〜85%(結露のないこと） 

許容保管温度 . 一2日で〜+已已で 


カセットテープ部 

トラック形式 . 4トラック2チヤンネル•ステレオ 

へッド構成 . 緑音/再生ヘッド X ] (回転 U バース式） 

消去へッド XI 

テープタイプ . カセットテープ C - 日日 

テープ速度 .4.7 目 cm / 秒 

モーター . DC サーボモータ ー XI 

ピッチコント□-ル . 約±1日〇/〇(再生のみ） 

ワウ-フラッター . 日ぶ己％ ( W . RMS ) 

周波数特性(総合） .... 已日〜！ 2,日日日 Hz ±3 d 目：メタル 
已日〜] 2,日日日 Hz ±3 d 巨：ク□-ム 
已日〜] 2,日日日 Hz ±3 d 巨：ノーマ J レ 

SN 比(総合） 

已日 d 巳（ド J レビー NR オフ、 30/ oTHD レべ J レ WTD ) 
目 9 d 巨 （ KJ レビー NR オン、已 kHz じ(上） 

早巻時間 . 約] 2日砂 ( C -6 日テープ） 

ライン入力 ( RCA ) 

87 mV (入カインピーダンス已日 knULL ) 
ライン出力 ( RCA ) 

日.4目 V (負荷インピーダンス已日 kO 政上） 
へッドホン出力 .] 日 mW / 320 


付属品 

リモコン(円。12已7)乂1 
U モコン用乾電池禅 4) X 2 
RCA オーディオケーブル X 2 
取扱説明書(本書) X 1 
簡単録音ガイド 
保証書 X 1 


♦ 仕様巧び外観は改善のため予告なく変更することびあり 
ます。 

♦ 取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあります。 


USB 

定格出力 . 已 V 、日ぶ A 

再生 

周波数特性 . 2日 Hz 〜2日,日日日 Hz け2服） 

S / N 比 . 8己 d 目 ULL 

再生ビットレート . 8〜32日 kbps 

録音 

周波数特'性 .20 Hz 〜 ] 白.000 Hz (±2 d 巨） 

S / N 比 . 8己 d 目 ULL 

録音ビットレート . 1 28 kbps 
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■保証書 

この製品には保話書び添付されています。保証書は、お買 
い上げの際に販売店び「お買上げ曰-販売店名」等を記入し 
た上でお寢し致します。記入事項及び記載内容をご確認の 
上、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ曰か 
ら一年です。 

■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 

■ ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または弊社サービス部門层表紙に記載)にお問い含 
わせ < ださい。 

■修理を依頼されるときは 

40ページの「困ったときは」に従って調べていただき、なお 
異常のあるとさは使用を中止し、必ず電源プラグをコンセ 
ントから损いて、お買い上げの販売店またはティアック修 
理センター（裏表紙に記載)にご連絡くださし、。 

なお、本体の故障わし<は不具合によ0発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦 < ださし、。 

保証期間中は 

修理に隙しましては保証書をご提示ください。 

イ呆証書の規定に従って、修理させていたださます。 

保証期間び過ぎているときは 

修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料にて修 
理させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教 
育費び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場をわあり 
ます。 

その他：製品を送るために必要な送料/框 I 包料などびあ 
0ます。 

修理の際ご連絡いただきたい内容 

型名： CD プレーヤー/カセットデッキ AD -800 
シ U アルナンバー： 

お買い上げ曰： 

販売店名： 

お客様のご連絡先 

故障の状況(でさるだけ詳しく） 


■廃棄ずるとさは 

本機を廃棄ずる場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担になります。 


分解-改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでくださし、。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関政がによ 
る修理や改造び行われた場含は、保罰期間内であって 
ち保証対象外となります。 

当社指定のサービス機関政外による修理や改造によっ 
てこの機器び故障または損傷したり、人的-物的損害 
び生じてち、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち、場合によっては大変気に 
なるをのです。静かな夜間にはかさな音 
でもよく通0、特に低音は床や壁などを 
伝わりやすく、思わ城ところに迷惑をか 
けてしまラことがあ0ます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めた〇へッドホンを使用 
するなどして、快適な生活環境を守りましょラ。 

このマークは音のエチケットのシンボルマークです。 


r g ® 巧ヶッ h 1 



保証と アフターサービス (よくお読みください) 


その他 
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ティアック巧式を社 

干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 


http://www.teac.co.ip/ 


この製品のお取り扱い等に関するお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

±•曰-お曰■弊社休業日を除く汪 30 〜 12:00/1 3:00 〜 17:00 でず。 


AV お客様柏談室 


SS 

巿内 a 丘科で OK 

ナヒ 3 Y わル 


0570 - 000-701 


一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042-3 已目-923已 / FAX : 042-3 己6-白242 


故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡くださし、。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰■祝日-弊社休業日を除く 9:3 日〜 17: 日日でず。 


ティアック修理センター 


团 

巿内 SB 科で OK 

ナビ9^巧レ 


0570 - 000-501 

一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利巧いただけます。 


干3曰 8-002 色埼玉県人臣 1市ィ」\谷田8己8 
電話： 04-2901-1 033 / FAX : 04-2901-1 03目 


♦ ナビダイヤルは全国どこからお掛けになってわ市内通話料金でご利用いただけま 
す 。 PHS ■ IP 電話などからはナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の 
電話番号にお掛けください。 

♦ 新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあ0ます。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い含わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛け < ださし、。 

♦ 住所や電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


1110-MA-1545C 




